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 要 旨   

 

目的：前部島皮質は、薬物や自然報酬の内受容効果の表象や、それらと注意、実行機能、情動

との統合において重要な役割を果たしており、欲求行動を制御するための介入の標的となる

可能性のある領域である。今回、前部島皮質の化学的刺激または抑制がアルコールとスクロー

スの消費に及ぼす影響を調べた。 

方法：興奮性または抑制性のデザイナー受容体（DREADD）を、アデノウイルス媒介の遺伝子導

入を用いて、アルコール嗜好性ラットの前部島皮質で発現させた。ラットは断続的なセッショ

ン中にアルコールまたはショ糖溶液へアクセス可能であった。化学遺伝学的な島刺激によっ

てリクルートされた脳ネットワークを明らかにするために、薬理学的磁気共鳴画像法（phMRI）

と c-Fos免疫組織化学的検査を用いて、全脳の活性化パターンを測定した。 

結果：前部島皮質への興奮性 Gq-DREADD による刺激はアルコールとショ糖の消費を有意に抑

制したが、抑制性 Gi-DREADDによる刺激は効果がなかった。一方、前部島皮質を刺激しても運

動量や剥奪誘発性の水分摂取量の変化は認めなかった。phMRIと c-Fos免疫組織化学的検査に

より、後部島皮質と内側前頭前野、内背側視床と扁桃体の活性化がもたらされていたことが明

らかになった。 

結論：これらの結果は、報酬指向行動の制御における前部島皮質の重要な役割を示しており、

島皮質刺激の効果に関連した島皮質中心の機能ネットワークを明らかにした。トランスレー

ショナルな観点から、今回のデータは回路ベースの介入の治療的可能性を示しており、反復的

経頭蓋磁気刺激（rTMS）などの神経調節法を用いた島皮質興奮性の増強がアルコール使用障害

の治療に有用である可能性を示唆している。 

 


